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　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
一
昨
年
に
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
社

会
・
経
済
活
動
の
制
限
や
外

出
・
飲
食
の
自
粛
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
実
施
な
ど
感
染
症
対
策
が
日
常
化
し
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
１
年
で

し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
２
年

連
続
４
度
目
の
Ｊ
１
リ
ー
グ
優
勝
な
ど
、
川
崎
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
選
手
や
チ
ー
ム
の
活
躍
が
勇
気
と
感
動
を

も
た
ら
し
て
く
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
登
録
会
員
数

の
増
加
に
陰
り
が
見
え
る
と
と
も
に
、
受
注
の
減
少
や

発
注
先
か
ら
の
就
業
の
制
限
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
大
き
く
受
け
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
多
様

化
す
る
高
齢
社
会
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
自
覚
を
持
ち
、

積
極
的
に
広
報
活
動
や
就
業
開
拓
を
行
い
、
多
く
の
会

員
さ
ん
に
就
業
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
一
日
も
早
い
収
束
と
、
会
員
の
皆
様
が
安
全
就
業

に
十
分
ご
留
意
さ
れ
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



◇ 令和３年10月～12月 事故発生状況 ◇◇ 令和３年10月～12月 事故発生状況 ◇

会
員
表
彰
受
賞
者
決
ま
る

事務所 事故の状況性別年齢№ 仕事の内容区分種類 発生日

（３） （２）

　
会
員
表
彰
は
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
理
念

に
基
づ
き
、
長
年
に
わ
た
り
会
員
の
模
範
と
な
る
活
動
を

さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年

度
は
、
次
の
方
々
の
受
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

●
受
賞
者
氏
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
南
部
事
務
所

　
廣
瀬
　
ア
ツ
子
　
田
中
　
一
彦
　
　
長
谷
川
　
健
治

　
柴
田
　
巖
　
　
　
鈴
木
　
喜
代
松
　
荒
牧
　
勝
成

　
吉
村
　
實
　
　
　
樋
口
　
剛
國
　
　
永
見
　
暁
彦

　
青
木
　
敦
子
　
　
天
海
　
一
江
　
　
小
林
　
泰
子

　
露
木
　
聰
　
　
　
太
田
　
和
子
　
　
杉
山
　
秀
雄

　
中
島
　
浩
　
　
　
金
枝
　
恒
夫
　
　
斎
藤
　
栄
子

　
大
林
　
正
樹
　
　
頼
本
　
廣
喜
　
　
中
野
　
知
勝

　
今
野
　
由
美
子
　
佐
藤
　
悦
子
　
　
安
田
　
健
二

　
岡
本
　
啓
路
　
　
澁
谷
　
勝
治
　
　
川
手
　
康
子

　
石
井
　
幸
枝
　
　
中
村
　
晟
子
　
　
深
瀬
　
則
令

　
丸
林
　
英
嗣
　
　
西
山
　
峯
子
　
　
横
田
　
和
子

●
中
部
事
務
所

金
子
　
み
つ
江
　
塩
崎
　
淳
子
　
　
深
瀬
　
浩

山
本
　
広
田
　
　
山
根
　
正
雄
　
　
傳
見
　
洸

戸
塚
　
伸
子
　
　
吉
野
　
秀
治
　
　
遠
藤
　
勇

湊
　
セ
イ
子
　
　
森
　
敬
三
郎
　
　
金
屋
　
栄
子

坂
入
　
リ
ツ

南部

発注者宅の掃除の
際、掃除機で洗面
台の排水溝付近の
髪の毛を取り除い
ていたところ、誤
って透明のキャッ
プを吸い込み、掃
除機を詰まらせて
しまったことか
ら、修理が必要と
なった。

女 721 家事援助
サービス

就
業
中

賠
償
①

10/13

損害賠償事故　：　南部１件
※期間中の傷害事故はありませんでしたが、就業中に体調の異変を感じ
た場合は、無理をせず、周囲の方に状態を伝えるとともに、ご家族に
連絡し、必要に応じて医療機関を受診してください。また、担当事務
所にも連絡をお願いします。

●
北
部
事
務
所

松
本
　
好
史
　
　
金
子
　
健
一
　
　
鋤
柄
　
寿
子

南
谷
　
敏
雄
　
　
横
山
　
カ
ヨ
子
　
末
永
　
時
和

池
田
　
邦
男
　
　
佐
藤
　
日
出
雄
　
柴
崎
　
恵
一
郎

鈴
木
　
毅
　
　
　
大
木
　
敏
正
　
　
石
川
　
眞
一
郎

石
原
　
滿
　
　
　
村
田
　
保
之
　
　
米
山
　
肇

大
加
田
　
輝
親
　
磯
尾
　
義
伸
　
　
今
村
　
文
彦

木
村
　
勇
　
　
　
川
俣
　
浩
也
　
　
大
友
　
智
和
子

（
氏
名
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
１
名
）

　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
68
名

冬
だ
か
ら
こ
そ
、気
を
つ
け
て
！

本
格
的
な
冬
が
到
来
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ

注
意
し
た
い「
ヒ
ー
ト
シ
ョッ
ク
」

鈴
木
　
毅
　
　
　
大
木
　
敏
正
　
　
石
川
　
眞
一
郎

石
原
　
滿
　
　
　
村
田
　
保
之
　
　
米
山
　
肇

大
加
田
　
輝
親
　
磯
尾
　
義
伸
　
　
今
村
　
文
彦

木
村
　
勇
　
　
　
川
俣
　
浩
也
　
　
大
友
　
智
和
子

（
他
１
名
は
、
ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。）　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
68
名

　
暖
か
い
場
所
か
ら
寒
い
場
所
に
急
に
移
動
す
る
と
、

気
温
の
変
化
に
体
が
追
い
付
か
ず
急
激
に
血
圧
が
下

が
る
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
り
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
高
齢
者
は
、
体
温
調
節
や
血
圧
・
脈
拍
の
調
節
機

能
が
徐
々
に
衰
え
る
た
め
、
冬
場
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
次
に
当
て
は
ま
る
方
は
「
要
注
意
！！
」

①
肥
満
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
心
臓
・

肺
や
気
管
が
悪
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
あ
る

②
自
宅
の
浴
室
に
暖
房
設
備
が
な
い

③
自
宅
の
脱
衣
所
に
暖
房
設
備
が
な
い

④
一
番
風
呂
に
入
る
こ
と
が
多
い

⑤
入
浴
前
に
水
や
お
茶
な
ど
水
分
を
と
ら
な
い

⑥
42
℃
以
上
の
熱
い
風
呂
が
好
き
だ

⑦
飲
酒
後
に
入
浴
す
る
こ
と
が
多
い

⑧
浴
槽
に
入
る
前
の
か
け
湯
を
し
な
い
ま
た
は
簡

単
に
済
ま
せ
る

⑨
シ
ャ
ワ
ー
や
か
け
湯
は
体
の
中
心
か
ら
か
け
る

●
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
に
、
気
に
し
て
ほ

し
い
こ
と
５
カ
条
！！

①
部
屋
の
寒
暖
差
を
な
く
す

②
入
浴
の
際
に
は
事
前
に
水
分
を
と
る

③
湯
船
の
温
度
は
41
℃
以
下
で
と
し
、
10
分
以
上

の
長
湯
は
さ
け
る

④
入
浴
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
は

控
え
る

⑤
食
後
は
1
時
間
程
度
あ
け

て
か
ら
入
浴
す
る

　
こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
お
り
、
配

分
金
の
振
込
に
つ
い
て
は
、
川
崎
信
用
金
庫
と
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
２
行
の
取
り
扱
い
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
振
込
手
数
料
が

無
料
で
し
た
が
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
本
年
４
月
か
ら
有
料

（
１
回
の
振
込
に
つ
き
66
円
）
と
な
り
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

利
用
さ
れ
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
こ
の
振
込
手
数
料
を
差
し

引
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

ら
川
崎
信
用
金
庫
へ
の
口
座
変
更
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
担
当
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
担
当
事
務
所
ま
で

○
南
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
０

○
中
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
８
２
２
―
５
０
３
１

○
北
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
９
８
０
―
０
１
３
１

配
分
金
振
込
口
座
に
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
へ



（３） （６）

「春」西野 富夫 会員

「２本の虹と新幹線」元木 弘美 会員

「紅の朝焼け」加藤 良昭 会員

「川崎の時計台」 島田 健一郎 会員

会
員
作
品
の

ひ
ろ
ば

会
員
作
品
の

ひ
ろ
ば



★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

南
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

（５） （４）

巡回指導の様子

作業の様子

　
南
部
事
務
所
で
は
他
の
事
務
所
に
比
べ
、
植
木
作
業

を
行
う
会
員
が
少
な
い
た
め
、
作
業
が
出
来
る
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
川
崎
区
・
幸
区
・
中
原
区
に
お
住

ま
い
で
、
植
木
作
業
に
必
要
な
材
料
や
道
具
な
ど
を
現

場
ま
で
運
搬
で
き
る
方
で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
丁

寧
な
お
客
様
対
応
が
出
来
る
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
南
部
事
務
所
　
電
話
２
２
２
―
１
５
５
０

◎
事
務
所
安
全・適
正
就
業
対
策
巡
回
指
導
に
つ
い
て

                 

令
和
３
年
12
月
２
日（
木
）

　
高
津
区
に
あ
る
宗
隆
寺
に
お
け
る
屋
外
作
業
の
現
場
で
巡

回
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
受
け
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
は
除
草
作
業
と

お
墓
周
り
の
お
掃
除
を
年
に
５
、
６
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
場
周
辺
に
は
落
葉
樹
も
多
く
、
除
草
作
業
を
し
て
い
る

最
中
も
枝
葉
が
落
ち
て
く
る
こ
と
や
墓
石
の
間
の
狭
い
と
こ

ろ
の
作
業
も
あ
り
、
周
囲
に
頭
を
ぶ
つ
け
な
い
よ
う
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
被
っ
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
時

間
膝
を
つ
い
て
作
業
を
行
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
た
め
膝

当
て
を
装
着
し
て
作
業
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は
作
業
を

し
て
い
る
と
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
う
が
、
時
間
を
決

め
、
休
憩
を
挟
み
な
が

ら
、
身
体
に
負
担
が
か

か
り
す
ぎ
な
い
よ
う
気

を
付
け
て
作
業
を
行
っ

て
い
る
と
話
が
あ
り
、

体
調
管
理
を
し
っ
か
り

し
て
い
る
印
象
を
持
ち

ま
し
た
。

　
安
全
適
正
就
業
対
策

員
か
ら
現
場
は
斜
面
に

な
っ
て
お
り
、
階
段
も
多
く
、
作
業
者
が
昇
降
時
に
転
倒
し

な
い
よ
う
周
囲
に
気
を
付
け
て
移
動
し
て
い
る
様
子
が
見
受

け
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
作
業
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
体
調
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
現
場
で
は
周
囲
の
状
況
に
も
気
を
付
け

な
が
ら
作
業
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

◆
事
務
所
安
全・適
正
就
業
対
策
巡
回
指
導
に
つ
い
て

令
和
３
年
12
月
23
日（
木
）

　
川
崎
清
風
霊
園
に
お
け
る
屋
外
作
業
の
現
場
で
巡
回
指
導

し
ま
し
た
。

　
就
業
場
所
は
、
小
田
急
多
摩
線
の
栗
平
駅
か
ら
徒
歩
で
９

分
程
の
麻
生
区
片
平
の
緑
が
多
い
丘
に
あ
り
、
お
お
よ
そ
２

万
１
千
㎡
と
広
い
敷
地
の
中
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
が

良
い
霊
園
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
受
け
て
い
る
仕
事
は
、
霊
園
敷
地
の
清
掃
や

除
草
が
主
で
、
就
業
形
態
は
、
１
日
６
時
間
で
週
３
日
、
２

人
の
会
員
が
シ
ェ
ア
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
冬
場
は
、
落
ち
葉
掃
除
が
主
な
仕
事
と
な
り
ま
す
。
巡
回

の
日
は
、
晴
れ
て
い
ま
し
た
が
風
が
あ
り
、
落
ち
葉
が
多
い

状
況
の
中
で
、
会
員
が
エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ワ
ー
で
掃
除
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は
、
落
ち
葉
は
際
限
な
く
、
広
い
敷
地
な
の
で

大
変
な
仕
事
だ
が
、
霊
園
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
親
切
で
大
変
働

き
や
す
く
、日
々
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
作
業
中
に
は
、
お
墓
参
り
の
方
が
車
で
園
内
を
通
る
こ
と

か
ら
、
車
と
の
接
触
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
や
、
１
日
を
通

じ
て
の
屋
外
作
業
で
あ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
体
調
管
理
に
は

十
分
留
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夏
場
は
除
草
作
業
が
中
心
に
な
る
と
の
こ
と
か
ら
、

熱
中
症
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
、あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
昨
年
「
会
員
さ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
渡
さ
れ
た
就

業
依
頼
書
を
人
目
に
付
く
場
所
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て

い
た
」
と
の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

　
就
業
依
頼
書
は
、
発
注
者
の
氏
名
（
会
社
名
）・
住
所
・

電
話
番
号
・
現
場
の
状
況
な
ど
多
く
の
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
る
重
要
な
書
類
で
す
。

　
ま
た
、
仕
事
上
、
会
員
の
連
絡
先
リ
ス
ト
な
ど
、
個

人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
類
を
取
り
扱
う
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　P
R
募
集
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　P
R
募
集
に
つ
い
て

（５） （６）

　１月２５日（火）
　２月２５日（金）
　３月２５日（金）
　４月２５日（月）
　５月２５日（水）
　６月２７日（月）
　７月２５日（月）
　８月２５日（木）
　９月２６日（月）
１０月２５日（火）
１１月２５日（金）
１２月２６日（月）

配
分
金
支
払
日

※配分金は月末で締めて翌月25日
（金融機関が休日の場合は翌営業日）
に、指定された口座へ支払います。

令和４年
配分金支払日一覧表 受給者の生年月日

65歳未満の方

（昭和32年１月２日

以降に生まれた方）

65歳以上の方

（昭和32年１月１日

以前に生まれた方）

公的年金等の収入金額の合計額 ア

  130万円未満

 130万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上 1,000万円未満

  1,000万円以上

  330万円未満

 330万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

公的年金等の雑所得の額 A

 ア － 600,000（赤字は0）

 ア × 0.75 － 275,000

 ア × 0.85 － 685,000

 ア × 0.95 － 1,455,000

 ア － 1,955,000

 ア － 1,100,000（赤字は0）

 ア × 0.75 － 275,000

 ア × 0.85 － 685,000

 770万円以上 1,000万円未満  ア × 0.95 － 1,455,000

 ア － 1,955,000  1,000万円以上

［令和３年分公的年金等に係る所得金額の速算表］

「
認
知
度
倍
増
計
画
」

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
た
め
、
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
募
集
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
募
集
内
容
…
「
シ
ル
バ
ー
事
業
」
の
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
普
及
啓
発
）
に
つ
い
て

　〔
例
〕
…
「
区
民
祭
り
」
で
の
チ
ラ
シ
配
布
、

　
　
　
　
　「
市
政
だ
よ
り
」
へ
の
掲
載
な
ど

※
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
マ
ス
コ
ッ
ト
の
募
集
で

は
あ
り
ま
せ
ん

２
　
募
集
期
間
…
２
月
１
日（
木
）〜
３
月
31
日（
土
）

３
　
応
募
方
法
…
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
書
式
は
自
由
）

　
　【
住
　
所
】　
〒
2
1
0
―
0
0
2
6

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
経
営
課
　
宛
て

　
　【
F
A
X
】
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

　
　【
電
　
話
】
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

　
従
前
に
お
い
て
は
、
会
員
登
録
全
体
説
明
会
（
月
１

回
）
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
員
増
強
策
の
一
環

と
し
て
、
新
規
加
入
の
会
員
登
録
方
法
を
平
成
31
年
１

月
17
日
よ
り
、
随
時
に
登
録
可
能
な
「
予
約
制
随
時
登

録
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

〈
予
約
随
時
登
録
の
手
順
〉

　
１
．
ま
ず
は
お
住
ま
い
の
担
当
事
務
所
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　
２
．
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
電
話
で
事
前
予
約

を
さ
れ
て
か
ら
担
当
事
務
所
に
お
越
し
下
さ

い
。

　
＊
会
員
登
録
に
は
、
手
数
料
と
し
て
１
，０
０
０
円

が
必
要
で
す
。
　

〈
担
当
事
務
所
〉

　
○
川
崎
・
幸
・
中
原
区
在
住

南
部
事
務
所
（
☎
２
２
２
―
１
５
５
０
）

　
○
高
津
・
宮
前
区
在
住

中
部
事
務
所
（
☎
８
２
２
―
５
０
３
１
）

　○
多
摩
・
麻
生
区
在
住

北
部
事
務
所
（
☎
９
８
０
―
０
１
３
１
）

〈
受
付
時
間
〉　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
及
び
昼
間
（
12
時
〜

13
時
）
は
除
く

◆
配
分
金
と
確
定
申
告
に
つ
い
て

【
新
規
会
員
登
録
方
法
の

　

 

「
予
約
制
随
時
登
録
」へ
の
移
行
に
つ
い
て
】

　
昨
年
１
年
間
（
就
業
期
間
は
、
令
和
２
年
12
月
か
ら

令
和
３
年
11
月
で
す
。）
に
お
支
払
い
し
た
配
分
金
の
証

明
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
配
分
金
明
細
書
と
同
様
に
「
圧
着
は
が
き
」
で
郵
送

し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類

で
す
の
で
、
他
の
郵
便
物
と
間
違
え
て
破
棄
し
な
い
よ

う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
払
わ
れ
る
配
分
金
は
、

所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
総
収
入
か
ら
実

際
に
か
か
っ
た
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
、
確
定
申
告
に
必

要
な
課
税
所
得
額
を
計
算
し
ま
す
。

　
必
要
経
費
が
55
万
円
を
超
え
る
方
や
、
配
分
金
と
公
的
年

金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
の
課
税
所
得
額
の
計
算
方
法
に
つ

い
て
は
、
管
轄
地
域
の
税
務
署
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
実
際
に
か
か
っ
た
必
要
経
費
の
金
額
が
55
万
円
未
満
の
場

合
に
は
、「
家
内
労
働
者
等
の
事
業
所
得
等
の
所
得
計
算
の

特
例
」
に
よ
り
、
実
際
に
か
か
っ
た
必
要
経
費
の
額
に
係
わ

ら
ず
、
所
得
計
算
の
計
算
上
、
必
要
経
費
を
一
律
に
55
万
円

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
収
入
が
配
分
金
の
み
の
方
】

　
令
和
３
年
中
の
配
分
金
の
合
計
額
が
、
1
0
3
万
円
以
下

で
あ
っ
た
場
合
は
、
税
務
署
へ
の
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
配
分
金
の
収
入
が
1
0
3
万
円
を
超
え
た
場
合
は
、
次
の
計

算
式
に
よ
り
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
配
分
金
の
合
計
額 

― 

55
万
円
（
必
要
経
費
の
特
例
）

 
 

― 

48
万
円
（
基
礎
控
除
） 

＝ 

課
税
所
得
額
（
※
）

（
※
）
課
税
所
得
額
が
あ
る
場
合
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

【
収
入
が
配
分
金
と
公
的
年
金
の
み
の
方
】

　
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

配
分
金
の
合
計
額
が
75
万
円
以
下
で
あ
っ
た
場
合
は
税
務
署

へ
の
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
右
記
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
は
、
次
の
計
算
式
に
よ
り

確
定
申
告
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

① 

公
的
年
金
の
雑
所
得
の
額
（
A
）

 

〈
下
記
の
速
算
表
か
ら
求
め
た
金
額
〉

② 

配
分
金
の
合
計
額 

― 

55
万
円
（
必
要
経
費
の
特
例
）

 

＝ 

配
分
金
に
係
る
雑
所
得
の
額
（
B
）

③ （
A
）＋（
B
） 

― 

48
万
円
（
基
礎
控
除
） 

 

＝ 

課
税
所
得
額
（
※
）

【
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
直
接
税
務
署
へ
】

●
川
崎
区
・
幸
区

　
川
崎
南
税
務
署
　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
７
５
３
１

●
中
原
区
・
高
津
区
・
宮
前
区

　
川
崎
北
税
務
署
　
☎
０
４
４
―
8
5
2
―
3
2
2
1

●
多
摩
区
・
麻
生
区

　
川
崎
西
税
務
署
　
☎
０
４
４
―
9
6
5
―
4
9
1
1

　
音
声
案
内
に
従
い
、「
0
」を
選
択
す
る
と
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
繋
が
り
ま
す
。

 　　

配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

圧着はがき（開封面）が配分金支払証明書になっています。



家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
で
活
躍
中
の

会
員
さ
ん
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（３） （６）

旧総合自治会館   
　
川
崎
市
南
部
地
域
の
由
緒
あ
る
お
寺
で
、
奥
様
が
病
気

を
お
持
ち
の
た
め
、
ご
住
職
様
よ
り
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

の
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。
２
名
の
会
員
が
、
交
代
で
週

３
日
の
食
事
作
り
と
簡
単
な
清
掃
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
野
口
会
員
の
話
】

　
平
成
30
年
の
７
月
か
ら
週
１
日
、
月
曜
日
に
２
人
分
の

食
材
購
入
、
調
理
と
簡
単
な
清
掃
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
の
経
験
は
有
り
ま
せ
ん

が
、
両
親
の
食
事
を
作
っ
た
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
芦
川
会
員

と
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利

用
し
て
連
絡
を
取
り

合
っ
て
お
り
、
連
絡

ノ
ー
ト
の
活
用
と
合

わ
せ
て
献
立
の
重
複

を
防
ぎ
、
食
材
の
残

り
状
況
を
把
握
し

て
、
無
駄
を
防
い
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
住
職
様
夫
妻

が
お
好
き
な
魚
料
理
に
つ
い
て
も
煮
魚
、
焼
魚
、
刺
身
等

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
美
味
し
く
食
べ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

【
芦
川
会
員
の
話
】

　
昨
年
の
５
月
よ
り
毎
週
水
曜
、
金
曜
の
週
２
日
、
夕
食

と
朝
食
の
２
人
分
の
食
材
購
入
と
調
理
及
び
、
簡
単
な
清

掃
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
夫
妻
共
に
魚

が
お
好
き
と
い
う
事

な
の
で
、
旬
の
サ
ン

マ
や
カ
キ
等
を
活
用

し
た
り
、
お
好
き
な

さ
つ
ま
い
も
料
理
や

玉
子
焼
き
を
献
立
に

多
く
取
り
入
れ
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
味
付
け
は
ご
夫
妻
の
お
好
み

で
少
し
甘
め
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
健
康
の
た
め
塩
分
や

糖
分
が
少
な
め
で
、
柔
ら
か
い
物
や
野
菜
多
め
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
夫
妻
の
意
向
も
あ
り
朝
食
に
は

必
ず
野
菜
サ
ラ
ダ
を
加
え
る
な
ど
健
康
に
配
慮
し
た
献
立

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
ご
住
職
様
の
お
話
】

　
最
初
は
職
安
に
家
事
支
援
を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、

15
年
程
前
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
さ
ん
は
人
当
た
り
も
よ
く
、
法
事
が
あ

っ
た
際
に
は
お
茶
出
し
等
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
た
り

も
し
て
い
ま
す
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　
私
は
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
の
方
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
方
に
お
聞
き
す
る
と
、
共
働
き
の
ご
家
庭
は
仕

事
や
育
児
に
追
わ
れ
、
清
掃
、
調
理
、
洗
濯
に
か
け
る
時

間
が
な
い
た
め
、
若
い
ご
家
庭
か
ら
の
依
頼
も
か
な
り
多

い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
で
も
要
支
援
の
場
合
で
は
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
と
様
々
な
事

情
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
金
子 

一
夫


